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―バズ0単元見通 じ学習を通 して一

春爾井市算数サークル研究推進讐員会

藤曲台東小学校 梶田哲也融 12名

三 l.:ま じめ に 2.研 究 の 重 点

: 4.授業実践倒 5_「単元見通 じJ

=二=:11 1鷲.研究の重点

弾 元翁見通じ」、 町目I活勃」、 「自己評価」の3点に重点をおいて研究

=‐

‐

博曜聾蓼。選評弊簿癖覇≧も彗警 じている。

~i~

:｀で

ｌ

姦

　

ｌ

ｉ

群
ダ

会

3_
6.

l脅

藝嚢轟舞内容は、組み立てが誕確であり、教科書には、国語や社会と異な―
墓 ‐‐..‐

薫軋薫ず釜二曇轟桑藝賀重墓墓翼:こ象言奪寧し、詈雰考墓雪詈書裏琶

―・募か しながら、学習は本来受 :す身では

り、「主体的に学習のできる予、自己等

でも当然 目指さなければならない。そこ

売するうち:こ 、中東大学杉江教授提唱C

以後それを上台として、主体饒に学習ず

麓年になる。

し
｀
6。

≪l≫ 児童に、 1時間ごとで:まなく単元単位で学習の見通しを持たせる。  |111
1時間ごと毎織閣壁Tでをまなく、単責癖錦計響学習瓢

l単元を通した学習の見通しを持たせると、隠董は[

ができ、主体的・意欲轟な学習饉度 。意彼が育ち、「

ると考え実践 しているo

〔2》 児童間の籍互活動を積極鋳に轟燿す1

主体的に学習する子を育でる書こ:ま、イ

なく、学習者である児童轟での話し舎l

霙羹している。これ:ま、児童の霧菫灯



(3)自己命学習への取 り組みを評価させる。

主体的に学習できる子とは、自分で自分のギ習を振 摯返 攀、見つめれる子で

あると言い換えることかができる磐つまり、的確に自分を評価できるよう:こ な

ることは、主体的 魯自主擁 :こ学習できるようになるための重要な条件であると

考える。

3.研究の成果

(1)単元見通 じ

単元によつて単元見通 しを持たせる方法は異なると考えられるので、幾つか

の方法をを使い分けた。その結果、単元の見通 しを持たせる意素は十分あると思

えるようになった。そして、単元畿 しを持たせる方法もだんだん増えていき

現在 :ま 7種類になってし`る。

A_1単 元分の中心課題に取 り纏ませた後、簡単な説明を行い、見通 しを持た

せる。

B.教科書釣課題を見せなが与、簡単な説明を行い、見通 しを持たせる。

C.教師の最意 した課題系統理をもと多こ、見通 しを持たせる。

D.1単 元分の課題を示 し、学習する順序を考えさせることによって、見轟 じ

を持たせる。

E.単元の最終課題を示 し、それに至るまでの課題を考えさせることによって

見通 しを持たせる。

F.ゲーム釣活動や操作活動によって、課題をつかませ見通 しを持たせる。

G。 単元書貫 く考え方をつかませることによつて、見通 しを持たせる。

(2≫ 相互活動

① 饉児童と鍮かかか鏃せ方

授業申における児童と鸞堂とのかかかり (覇互作燿》:こ ξま、答えを比べ合

う、意見を言し`合うなど酵`らし`ろな種類予考えられるので、それらを授業過

程ごとに整理・分類じ表:こ した。これを櫂互活動の目標とし実践し、授業に

おtする児童F斑露璽膳覇竃を鐘やし遣確鐵塾に学音に取惨艇菫歴舞嚢
「

要難ま攀を図っ

てし`る。

9 欄互活動のお祭ひと話し合い鋳仕方

相互添動にうま、 Fあつ等るJ、 「まと蛉るJ、 「もとめる」などひ轟いろ

なね毎し`があ等、また、ならし鵡こまっで話し合いの仕方・覺萎の仕方予違っ

てくる。そこで、選動辟ねうし`な鷲量:こ鐘わせ、熱琳し`3こ臨感た話し舎し`母

仕方、忙菱奪仕方をさせることξ通した。鰤の結長、懸錮瘍焦量が定まり、種

は鶉 ,鍵率価な轟

"が
でき碁よう:こ なつてぶた。

暴……
轟 T

硼

薔
拶



(3)自己評価

機 何をどう評価させるか。
◇ 学習理解度……学習事項が、ど①程度理解できたか。
o 学習願 "・・¨自分は意欲轟 こ学習したか。
o 協同学習 "・◆・・自分の考えを説明できたか、教えることができたか。

⑫ 自己評価をどうさせるか。
o 授業の終わりに、あらかじめ決めてある評価項目に印を付ける。
o 授業の終わりに、文章で書かせる。

③ 自己評価をどのように生かすか。
o 児童側一学習の自己評価によって、自分自身の学習到達度・ 冒標達成度
が分かり、以後の学習の方向づ:すができる。また、家庭学習の内容を示唆
してくれるものともなる。

o 教師優…児童の自己評価は一人一人の理解度を知る動けとなるだtすでは

なく、授業計画の細かな修正を可能とするもととして利用できる。

難
琴
錢賀 5年 .「 単 位 量 あ た り J

目 標
―(1)関連す る2つの量で、一方の健方 ここついての単位量 当りを考えて、 2つ

の数量を比べることができる
(2)速 さ母意味および表 し方を理解 させ、速さについての計算がで きる

単元の概要かられ らう単元見通 し
単元見通 しG「単元を貫 く考 え方 をつかませることによっで見通 しをもた

せるJを つかう。

児童は同種の 2つの量 を差で簡単 に比べ ることこま、すでに学習 して しヽる。
しか し、野菜の買い物のような場合では買 った数量 と金額を相対的に比較

して考える、つまり単位量あた りで考 えることが必要である。 この考 え方が
元 となって、人口密度、速さ、などは定義 される。

児童の多 くこま、買い物など生活経験の中で、何気な く 1つ 当 りでよ≧べる経
験を持 つている。 また、割 り算の学習 を通 して、 1つ 当 りを計算す ることを
学習 している。 これらの ことを考えると本単元でこま、特 に新 ししゝ畿念働学習
をす るわけでこまない。 また、課題 と課題の関係 tま 発展性 を持つとひうよりも
な しろ、並 Fllの 翼係である.

通録ようなことから、第 菫時ここ り な倒を轟げ 元全憾
貫 く考え方 を見菫に気づかせ馨こ造こま、単元 こご主

~憾

寵ここ
~駿

砕 ませ学
た。 また、 ぞズ形式 で 薯鍵示

~ず

轟こどさま、 童幕夏鎌づ事麺奮鶴であると考えた。
なお、 クイズは 二時… 3時参導入 ここtlf燿 し簿の時懸贄攣元企繁鍵わけに意

味の範鐘、 量時間ごとの見通 しを持 亀せ轟ことここも溝翼 した。

-3-



相互活動

本技は、小集国磯遷動 を取 り入れた授
業展開勢工夫につしヽで全絞で取 り組んで
きた。児童は話 し合しヽ・ 教え合 ひなどの

相互活動をすることここは比較翁彊れてい

た。 しか しなぜ権互藩動 をずるのが≧い
う意識こ欠けでひた。モこでまず相互溝
動の長所、欠点につもヽて児童 ど議 し合 い

4つ の約束 《右参照)を 決めた。 また、

相互活動を指示す るとき教鏑は「亀 々な

意見 をあつめるJ「考 えをまとめる」「
確かめる」など働なね らいをもって行 う。
うま く相互活動 をするには、児童自身も
そのね らいを知 って、わ らしヽにあった方
法で話 し合 うことが大切であることを説
明 した。そ して児童ほ右録ような紙 を配
布 し机ほζまらせ、ならいに応 じた話 し合
いをす毛よう指導 して きた.

話し合いの的東
1.まちがえを気にしなもヽ拳
2.轟分鍛言葉で言う。
3.しっかりと爾く。
4.笑わない。

話合しヽの手贖
くみんなの最見を麗く場合>

1。 寵全「夕・・なこつしヽて話し合います。J

2.司会が懸響に指亀する。
F。 もさん言つてください。瑾

く自は話熙仄鶉守贔仁諭聾為義襲晩軌義轟

1.司会「・・・ に―/し てヽ話し合しヽます。」
「意見がある人?」

<議瞬し合う轟暮女
か制豫こ言つてください。J

1.司会「・・・について磯かめます。
『・ 。さん襲饒してください。

指名された者が説明
司会「・ 。さんの議調t祭 りましたか。質

蒔、つけ足じこまありませんか。J

主

２

３

4.自 己評価

≪1)藪 己評価の方法

計

時

時

時

時

時

　

時

時
鋳

導

１

２

３

４

５

　

●

Ｔ
＄

指

第
第

第

第

纂

　

鶴

第
纂

轟

授業開始時の自分整身翁実態把握、授業中働即時評価など色 々な場面で
の自己評価が考えられるが、授業後に自分の 1時 間命学習を振 り返 ら世毛
ことを中心に実職 してもヽる。

授業翁最後に次のような4つの項目を基本にしノー トに記入させてきた。

● 一生懸命考えたか。 (0'○ △、運轟》
⑫ 学習で分からない通とはないか (無 い、どこが分からないかを書 く≫
③ 協力 して学奮できたか く00△、理由》
の 感態

〈會)自 己評価の選麗
授業終了後、理収 し点検。おもは次鍛2点ここ轟麗 した。

①個Ell指導の資料

②次時繊援業震欝織参考

画 (攀 時間完了〉

単元錐蠅通 しを持つ。

基準単位 t譲 きち らでもよひこどを知 る。
・1あ た り量で飽へ儀毅便利で轟るこヒ覆つかな。

人轟、比菫など参問題.

小単元の見通 しを持つ。

速 さ0慧昧および表 し方の理解゛

進の り、鋳間、速さ鋤繭係を使って選の りや時%を 求ぬ 4。

制時蘭麓分難時爾を単位装 りで、速さや種 々な計算ができ轟。

音の速 さ綽闇眩◇璽転瘍逮 さや仕等の遮 さ翁蜃%。

―一 纏―



辱儀授業計画
観として第 1時 を記す.

(1≫ 甕鎮 単
量翼壇魯言霧更勇竃富警警鼻賛轟襲する。

(2)準備 教・ プリン ト、クイズカー ド

(3)学習過程

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

蓬奪本時の藝標を知 る。 ◆新 しい単元の学習で、経をどんな問

題で学ぶかをつかむ学習をすること
を知 らせ る。

20P58～ P66ま でを 8時 間で学習するこ

とを知 らせる.

・ 教科書 ◆ノー トもま開 してお く.

2.単元の学習内容 を知 る。

教科書p58を 轟けて下さい.どんなことを学習 して lghく ので しよ

発 表 ・ 坂書 :5。 単位置当り

。発表

文章題の学習ぃ速さや重さの問

題、比べる学習、

8:単位量轟たりの考え方をおおま

かξこつかみ学習の見通 しを持つ.

≪1)ク イズを解く.

摯選択肢ごとここ挙手する。
惨数師ここよる答えを轟 く。

・ 単性量あたりの考え方が秀かるぼ亀
々なFOt題 が解けることを知ら彗る轟

・ 板書 :比べ方、買傷、重き、速さ

・ 問題 lよ 、すべてカー トで提承 移、轟

鞭taは る寺

一 轟―

どんな問題があるかp58～ p66ま でを3分で調べて くださいo

単位量あたりと言 うのは、今日初めてでてきた言葉ですが、実賊諄ん

なは、知 らず知 らずここ使つたことがある鍛です.

でこま、今から単位量あたり鋤考え方を使うと解けるウイズをだします

タイズ睡鐸きながら単位量轟なりとこまどんなことが考えましょう惨

機 轟 じ轟めを梅量でこま1彊 3舎 蒔、玉量で こま食優 傘◎調で発 りていま

す。 どちらが安い ?  ア・ 梅麗



選択肢ご≧ここ挙手する.

教師による答え菱轟 く.

奮人で考える‐二人組

選択肢ごとこ挙手 .

教師ほよる答えの発表

(3)単位量あた り韓考え方をつかむ

彊人でまとめる鬱

班で運亀こ発表する」

全体で発表する。

,選択肢ご鮭ほ挙手する.

・ 教師ζ通よる答えを懸 く.

亀争本時鵞疲遣め次時献鋒の予告難

渕 く醸
5。 轟轟評価 OFツ ケー ト。

・ 饉人で考えさ世な後、難同士

で理量をつけ話し合わせる。

・「 全員かつかめるJと しヽう要標で

班鍵議会しヽをさせる。

・ 轟される意見は、同 じ基準で比べる
と言うものであれば講める.

:ξ予けそうであ儀とまと峰懲e

言 鼈問題を解きなが る鶴単位量あたり≧
懸いう考え方離嚢ぬでもヽくことの予告

一錢―

0 同じ色鉛筆をを梅麗では甦本轟0同 、玉麗では 1本 3巻 同で発っで
います.ど ちらが安しヽ?  ア.梅羅   イ。玉最

◎ 同 じ績しゴムを、梅塁でこま:遭 30爾、玉麗でζ菫麗個 轟◎翔、 くま
雇では 3鰹 6等 轟で売事でしヽます.ど こが一番安い ?

ア.梅雇   イ.玉麗  ウ.く ま麗

単位量あた りの考えでみんなもま、錢いなんだよ。どういう考え方畦使
準たかブ 1ノ ン トに書 きましょう。

轟りこま2分で導腱、 くらこま3分 で参機動き菫す書どちらが遮く難 くで
しょう。   ア.機 診 イ.く ら

ぎ・ 重さ、選さ通つ毎ヽ電亀爾轟道考えで

iZ



「

~

:

|

。
量

ｅ

Ｔ

≪

考察

≫単元毘通 しにつし`て

第 1時ここ児童ほどの様な単元鬼通 しを持 つたが

第 1時 ここおいて ど傷種度児童が単元全擦を貫 く考えζ通りいて見通す ことが

できたがな知 るため、第 1時翁み自己詳無項目◎ として「単位量轟た りともま

どついう考え方だと思いますか く文章表現〉Jと いう質問を したoそ 働結果

は以下の通 りであつたo

l当 り量で比較す ることに気づいた者     。

基準量 を同 じ (2個 ,3個 当り)に気づいた者・

割 り算で比べ る

無解答

絢 懇0%が、単元を貫 く考え方について、見通しを持つたといえようo

◎ 単元見通 しと学習意欲

単元見通 しを行 ったことが児童勢学習意欲ほどの様な影響を与えたかにつ

もヽてこよ、第 1時終了時の、アンケー ト結果から分かる。

40名く95%≫の児童が、おもしろかつた 。興味を持つたと答えてし`4o学

奮への興味づけという点でこま大 きな鶴果があつたことが分かる。

<第 1時プンケート結果>
きっそ く家で解 きたいと答

|

ビ
~

1曇義

i

|

態 度

アンケー ト内容 合計

く人≫

匹こ可::=藁轟喜募った

|い
つも

i

桑 ●

2

よく考えた

そんなに考 えな くてもわかつた

考えようとしなか つた

17

22

3

意 欲 さっモ く家で解 きたい

次の授業が待ち遠 しい

嫁れこ瀬ど購 きた くなしヽ

3

量 恣

18

・・ 食6理 (61鷲〉

・ 。 12名 (29鷲》
。 ゃ  蹴罐[(5穏≫

・ 争 電堪≪5%≫

えた児童ζま8人 しかいなも`が

翌日実際にどの程度が自宅学

習をしたが誕いたら

≧の結果を
・
得たo

理由は、「クイズがおもし

るかつたから」『購けそうだ

ったからJ「なんとな くJな

どだつたo

4月 に実施 した教科の好 き

嬢建ヽアンケー トで算数嬢りが

lT堪、算数の予雪をす(各

鍮が3堪、復習なす轟ものが

1● 理で轟つたこ遼聴彎える

と単元見鷺しなした進越ポ纂

くの見菫の学響慧歌を薦録た

逮いってよいが発うo

一?一



◎ 単元見通 し≧学習理解

3時間終了後に単元全体 な振 り返 って、単元見通 じ准 したことが学習 にど

命ように影響 したか、感態 を書か管た。次の よう鍮記述が多 くみ られた。

。どんなこ趣を勉強す る難か、 だいたい分か った鈴で勉強 しやすか った。

・ クイズで考えたことを思 しヽだしえら、闇題がわか りやすか った。

・ 1時間ごとにどんなことをするか、 タイズと比べるヒ分が つやすかっ  事

たけど、速さは難 しか った。

・ 途中か ら、 タイズ と同 じようだと分か って、おもしろくな つたけど、  電

1轟 分 =0。 25時 間 ところは、難 しくてよ く分が らなか った.

何 らかの意味で学習鍮手動けとなったと答えた児童が 38名 (96%〉 おり、学習

理爾の上でも効果があったといえよう。

(2)相 互活動 について

相互活動 機取 り入れてきたことここよ り、学力下位児童の発言が目立 って増

えてきた。そ して友だち器意見 をしっか り聞けるようここなつた。 自分たちで

作 り上げ る授業 をいう意識が生 まれて きたようである。

また、教師の説明を少な くしたにもかかわ らず学習理解度磯低下 は見 られ

なか つた。 はじめ「先生の説明が少なしヽか ら不安です。』と言 っていた児童

も「 自分たち礫力で、かな り分かるこ造ができておもしろい。 Jと 意欲釣ここ

学習ここ取 り組むようになって きた。
3

(3〉 自轟評優ここつ苺ヽて

自己評価をすることで見重 臨島が自分鰊理解度 を築党できるようここなつて

きた。頃 甕②について最禰何が分か らないから分からなかった児童 も何人か

いたが、疑聞点 を具体的に響 くことができるようここ献 りできた。疑間点につ

いてもま、教師が運 Ell指 導 した り、帰 りの金で班で教え舎 秒の機会鍮持つなど

して、解決するようにした。そ母結果、 自分の悩んだことについて、家で 自

主的に優習する児童が増えて きた。

≪4≫ 学習鸞難 につ 等ヽで

このように単元見通 し学習 を取 り入れた鑽雛鷺闇難行 ってきたが、最後をこ

学習鶴疑はつ Lゝ でふれ轟。次買蓑こま、 な時鷲終了後濾行 った喜機テス トか ら  ・

準た、驀時間の進遍率で轟る。

― 攣―



<薯後テス トにおける通遇率 >

鐘業時 2時 8,4時 轟時 等時 7時 3時

人数

量選率

35A
83%

3悪 A
88%

32A
76%

31人
,730/0

鬱3人
5轟 %

3轟 人

83%

比較検討できるデー ターが無いΦで、効果ここついて断言す巻ことはで きないo

第 愈,3,4,3時 の通還率が高いのは、課題が単位量あた り鍛考え方モ働も

侍でできるものであ り単元見通 しが生 きた結果であったと考えられ る。

選ζこ纂 了時鍛通遇率が極端に低 いのは、 1時間 1轟 分霊 1.25時 間礫推算が

定着 しなかつたのが原因であ り課題鍛解決に、単位量 当りの考え方以外翁要素が

なかわつているためだと考 え られ る。

―参一



5。 単元見通 しの例

B.教科書の課題を見せなが ら、簡単な説明を行い、見通 しを持たせる鬱

《6年 比 とその利用》                     _

プ リテス ト終了後,教師の解説を申心 として単元見通 しのステップに

入った。その概要 :ま つぎのとおりである。                  C

T:(右 の図を板書 して)みんなだったらこの高い本の高さをどうやっ
蓼

て測る?

C:(tヽ ろいろな意見をいう)

T:こ こに一本の棒があります (lm程の棒を用意 しておく)。 実はこ

の棒でこの高い本の高さを測ることができるんだよ。どうやったら測れる

んだろうね。

T:今日から「比」というのを勉強 します。この「比」を勉強すれば,

この本の高さが簡単に分かるんです。それで |ま, これからどんな事を勉強

するのか説明 します。

T:教科書の p.42,43を見て下さい。こ通では「比Jと いうのはなにな

のか,F比の値」とは何なのかを勉強 します。

T:5年生で「割合Jを勉強しました。例えば,プ リテストの 1で :ま エ

クレアはシュークリームの2.4倍でした。 つまり, シュークリームをもと

にするとエクレアの割合は 2。4機だとしヽうことです。 しかし, これから習

う「比」というの 1ま, この割合を 2つ の数を使
・って表 してしまおうという

のです。例えば 1でいうと,シ ュークリームとエクレアの割合は? といわ

れたら,59:120と なり,エ クンアとシュークリームの割合は? といわれ   会

たら120:50と なるのです。また,エ クレアとシュークリームの比鍮値と

聰ヽう01ま この 飯 書 120÷ 50基 2.4 をさして)2.4鍮 ことです。 ps44   ・

では,通 の比の饉を求める練習をします。p.4轟 では,こ 鍮比の鐘を百分率

に直す繊管をします。

〔パズe撃元見通し学習によ轟算数科織指導事例
・・̀。…………………゙・春議井華算数サークル研究推進委轟会

彰 江 修 纏

― 豊参―

]



C.教師の用意した謳 系統図をもとに、

《5年 分数》

見通じを持たせる。
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F.ゲーム的活動や操作活動によつて、

《3年 1ヽ数》

課題をつかませ見通 しを持たせる。
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6.ま とめと今後の課題

主体的に学習できる予・ 自己学習のできる子の育成を図るためまこ、「単元見通

じ学習」という名のもとに、①兄董に1時間単位ではなく単元単位で学習事魯

学習計画を把握させ、学習意欲と理解の向上を目指す。●児童間の標互活動を積

極的に行い、児童の相互影響力・相互教育力による学習理解命鍵進や理簾 思考
の深化を目指す。③自己評価活動の機会を多く設定し、自己の学習や態度を見つ

めさせ、学習への方自づけをさせるの3点を重点的に研究・実践してきた。

2年間の実践の結果、「単元見通しJは学習意欲への刺激効果があるため、学

習態度と学習理解度に好影響があること、他児童との「7~E極的な相互活動」は主

体的な学習という面と確かな学力という面での効果があること、「自己評価」活

動により児童に自分の学習態度や状況を常に振り返る態度・習慣が付く効果があ

ることなどが確かめ られて きた.

今後、 さらに実践を積み上げ、〇年生のO単元にはこのや り方が よlr llと 言える

ようにな りたいと思 っている。

参 考 文 献

春目井市算数サークル研究推進委員会・杉江修治 1988年
『バズ・単元見通じ学習による算数科の指導事倒』

中東大学教養諭叢 29-3,89″ 133

春目井市算数サークル研究推進委員会・杉江修治 1989年
『バズ・単元見通じ学習による算数科の指導事例

=』
申東大学教養論叢 鷺-3,(躍申》

杉江修治 1984年
『バズ・単元見通し学習の設計』

杉江修治 1985年
『バズ・単元見通じ学習の指導案 ;

彰江修経 襲選替男 む春日井市算数サークル研究推進委員会 1989年
ごバズ・単元見通じ学習の効果jこ 関する実証鋳研甕 :中学校数学「平方糠Jを
題材 として』 嘱購京フ賦f警職蔓贅壌黎轟覇鎧眩難鸞-1,241寿財轟

一二謬T

中東大学教養諭叢 翼-4,3針鍵

中学校数学「平方根」を教材 として』

可
=扇

置鮮 理賓憲重菱誓渡議蒙 26-3, 169″ 134

:
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第震4磯金醸バズ学種研究大会

第1分科会・提案資料

「
・
メ騨しだ 卜 武参ぶ`L』 甲電造饉菫通轟醗

兵庫数膏大学購轟/11学綾

題名読み 課題作り  <全 体>

・ カプトガニつて伺だろう。

・ ヵプトガニになつてインタピユーして答えようo

・ ヵプトガニにつも`て筆者から教えてもらおう。

・教師範読

漢字、言葉調べ <饉 人⊂Эノ` ズ>

◆微音読しながら読めない漢守、意味を調べたし`言葉に線をひこう。

(文の競に集計してプリントする )

。みんな録読めなかつた漢字ベスト4を発表 (教師が教える)

あとはグFi/一 ノぐ教えめおう。

1全体で確か憂
=]し

。準んなの分らなかつた言葉ベスト4発表

グループで無つている子がいたらみんなに説明してあげようo

轟辞典で調べ轟おう蓼 くバ ズ>

(調べる言葉が多し`所と少なく下すぐ紅終わつた所との差が大書かつた)

(早くすんだグル三

新轟譲宇糠習 <全 体匡)遷 人>

ドリルを使つて全体説明と饉ハ練習

音読練習、書き込み

・饉人で音読糠習 く個 人>

「なるほどそうか」「びつくりしたことJ 「疑間に思つたことJを書き込ませる

書き込み発表 0～⑥ く全 体>

。1文づつ読んで謹き込みを発表

*キーワード*
③カプトエビとのちがい。 ③なぞの答えはあとに書いてあるのか。

⑥20ビキぐらい残つていてもほうびたことになるのか。

。①～③まで一斉音読 (議信を持つト

書き込み発表 舎～② <全 体>

・ 1文づつ読んで書き込みを発表

*キーフード*
。◎けも器の議 、では何がむ`たか?で次錢つなぐ。

9栄えても`た。とも`うことは、今慧む`ない。今:よ亀轟輯なつても`る饉つながつた。

9「今で彗ほかにあま諭縄が轟惨ませ島J識まで憩森争たが考は少なキ`争

⑬「生きている化石」③とのつ書がりでわかつていく。

②「おとなしくJ「どろの中」「ひつそりとJではかの焦にみつからな0｀ o

。③～⑫まで一斉音読  (自信を持つて読むように,tl

曲懸 驚懸



躍鍋轟蘇下y葛蔦

「

一一
~~~~~

。1文づつ読んで議き込幕を発表        ′

*キーワード*
0「そ釣」は「こそ森どことば」母復理と毎て、の翁文とつなげて議ませた勧

どろ母中でも感度は変lLする鑢難して F大きなJが反対Φ畿機と督う鮭癬

⑬「平年」Lj《Ъ轟薯:理ふちib月までとィメージして、そんな馨じ方でないと

2鑢年も減ぴずだこ機なな`。

。⑬～0まで一斉壼読 (自信費持つて読鑢ようになる)

書き込み発表 鶴卜◎ く全 体>

・ 環文づつ読んで書きin_みを発表

*キーワード*
⑮「とくべつな」書通じやなもヽ、カプトガニだけ

③ F一か所:こ J―「分散」みつかつてもほか母が生き残る。

⑬「そりため」前釣文を入れることができる。

○「へつてしまいましたJなぜか、次に書いてある。

0「 う織立てられ1砂がコンクリート:こ される。

③ F霧甕センター』 :生議を調べ_: :入 互で暮やすJ

・⑮～②まで一斉音議 (自信を持つて読むようになる)

。
i‐Rり予告―インタピユーするため:こかたまりを作ろう。

(グループでやつたも`という声があがるう

』θ

かたまりに分ける くバ ズ>

◆一斉音読しためと、インタビユーしやすくするためにかたまりに分けてみる。

・一番大きなかたまりは1こであるし、一番小さなかたまり:よ 22こであると話し、そ

のあも`だであると説明.

・各自で考えたあとグループで相談、二いの違うところを確か鋤あを`、ぞの訳を相談、

どうてもまとまらない時はそのまでよい。   ヽ

・発表はわけた場所と、理幾を音が発表出来るようにしておくこと。

かたまりの発表  <全 体>

。問題になつたところ
° ○と③を分けるか分けないか。→ |なぞの説明でくくれる」 |こ んなにも、という言

葉でつながる

のからゆまでを分けるか分けないか→ 1長い聞生き続けてきた理藝ということなら一

つになるが、分けたほうが説明しやすいJ

(かたまりが決つたらそのかたまりごとに音読)

。こう争`卜かたまりを『義費竜甕』といいます。

・では、筆蓄母土量圭示器鍛轟翁分け方と同じかどうかみてみよう (教科量を策る)

。「鍬とんど理りだ | 1攀を~参だ:す 通してキゝる: :ど うしてi l次に理曲を3つも`つ

‐
ζいるからだ

・彊別難準
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わたし

カプト

わたし

カプト

カプトガニインタビユー児童作品

嘔。あ翁、争`ろも`ろお聞きしたむ`こ:と がありますが、も`し`ですか?
こんにちは、カプトガニさん。

いいですよ、1可でも聞いてくださ午`。

では聞きます。
‐
意ず擁めに外置ではどこ紙住んでおられる毎ですか?

はもヽ、わたしの仲間は北アメリカの東海岸とアジア働一部に住んでける鍮です。

わたし ほお、一部というと、本当にとても少なくなりましたね。

カプト はり`.30年前にくらべると、ずも`ぶんとね…。 (たわいきをつく)

ゎたし あ、それでは、次のしつもんです。おなたは長い間生きておられだらし与`ですが、懸`つごろか

生きておられるんですか。
・

カプト おつと、わたしが生きているわけではありませんが、わたしたちの先ぞは2億年γ4億年はど

からし`きていたらしいですよ。わたしもビツクリしましたよ。

ゎたし ほう 14億年も昔からですか。気が遠くなるようなころからですね。え一、次転まし`ります。

ぜそんな長い聞生きて与`られるのですか?これはぜひききたし`ですね―磐

rカブト では、教えましよう。わたしt与は3つほど吟わけが轟るのです。1つ量は、わたしたちはせ

しつが大変おとなしいのです。いつもどろの中で焦にもみつからなもヽでひつそつと生懸してし`

のです。             `
わたし では、2つ曇は?

/tlプ ト 2つ菫は食べ物の量が少なくてすむ器です。半年以上な:こ もたべな与`で生きてキ`ます。

3つ震は一、わたしたちは少しタマゴの麗み方がちがうのです。タマゴを産む動物は、1カ所

にまとぬて産みますが一.

あ、わかりました。カア :｀ ガニさんは分散して産むのですね6

はぃ、ですから、タマゴは全あつすることはありません。

だからずつと昔から子孫をたやさないで生きつづけられたりですね。

ですが一。30年 t・Xど前にくらべると、わたしたちの数がドンドンヘつてきたのです。2億年

から生きてきたのに、30年ほどの間にドンドンヘつていくなんて……。とてもかなしいです。

海はよごれて…ごでも、だいじようぶですよ!私たちだつて、カプトガニ保ごセンターなどを

つくって人工でふやしたり、海岸を守つたりしています…。

あっと、時閣をとつてすみませんでした。また、ヒマがあつたらしつ間に答えて望た`だけます

か?

カプト よろこんで !では、今日は、これで…。

わたし ありがとうございました。     _

インタビユーJiT文の分析

A 毅落鈴鎮繰そつて、質問解答の応答がととのい、特に2億年も生き続けてきたことへ

華菫轟軽対して響答が3つ義まと発畢れていたも母…2轟 理 (了 了%}

8 理由が3つになつていなかつたり、インタごユーと鍮導答がとと鈴つてセ
lな

か?たも

わたし

カプト

わたし

カプト

わたし

の

c どうしても書けなかつたもの

・・・・・。一。・・… 7名 (19%)

…………… 1名 ( 2%)



バズ学冒について母感想文と授業釣アンケート

A子
―「カプトガニJの ,11農は楽しかつたです。グループで働灘宇調べ、い称調ベケンカやも赫たりしない

でなかよくじようずにできました。

インタビ■一の時、議くことがどんどんうかんできて、どんどん機け拠働で楽しかつたです。ふつら

ならインタピユーとか書くのがきら争`だけど、「カプトガニ鍾インタピユー」は楽しく議けました。慇

かの作文とかも、こんなふうにかけたらな―Vと思し`ました。

B子

今まで勉強をして、グループで議あつたりしたときみんないつしようξすんわいかんがえたりしていま
:

した。もんなすごく楽しかつたでしよう。私もたのしかつたです。ほかに意義しらべとかでみんなどん
|

どん発表をした鈴でよかつたです。これからも自分がはん長としてiま んでiよ なしあうとき楽しくしてし`
|

|

きます。                                         1
・
インタピユーれ たときど もかんがえ抑 島かんたんだけよ かく導 こ静 弩 こぶ づ

州

年ヽキヽか与ょつとむずかしかつたです.でもやつとおわつてうれしいです。これからt_bが んばります。 :

o教えたり教えて

もらつたりして

楽しかつた。

鷹

鋳聞ごとのアンケート結果

●そうかなるほど △先生や友達の発 田自分が発表でき

わかつて楽しか  表がよくわかつ  て楽しかつた。

った。     て楽しかつた。

l① |∫ ぼ寺
”
母
燕



。詩 輸世予,「 4年躍識科嵩島ブまヽ海ム」撃

授業 .第 5集 .土岐南教育研究所IP尋8～ P54.1983

0有定稔雄,「秘ヽ学校における『文図筑』勢懸鋼」,

数青春1学国議教育,335,明総図豊,P51～ Pbも ,1984

0鴫海隆之,「 4年の国語の授業一対読義懲裁 :こ 裏打らされた構想l旨 導 J

文芸教育.42号 ,明 治図書, P77ヽ P84,1984

・水野 章,「 4年国t科 =カ プトガニJ・

授業 ,第 7集 .土岐市教育研究「Jl,P69～ P81,1985

特畿、共選点

幕基鐘謹の要点をまとめ、それをもとに大きな意味の就とよりを意識さ世
‐
て

'い く指導 :ミ なつ夏キ`る。

李全文を 4つ 奪大きな意昧総まとまりにわけようともこいるものが多い く撫

導難で憩3つ )

。毅落幅≧の蘭繁の手動かりとして、穀落の費銀の言葉 :こ 着目させても`る。

・段落意識をもたせた作文指導告発展させたものが1例あつた6

(4)本実践で設定した「学習・.彎′委過程」琴

ノ]プ トガニつて何 だろう

選属読み

数師の範読

力
~プ｀

トガニにインタビ ユーして答えてもらおう

田自
由
騨
―‐
―‐
ビ
ー
冒
Ｉ
」
」
‐一…
…

カプ
｀
卜ヽだ二 :こ つむ`て筆者から

教えてもうおう

わからない講は調べよう
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|

_」_¬

説明しやすくするた綸に

かたまりに分けてみよう

分軒またところなこ小児出移を

つけよう

島ア :ヽ ガニ羹インナゴ 五一

じ畜、会轟腰科こまと織よう

欝露邊 :珪X
討論 (全体 )

*討 論を通しながら

筆者釣意図 !こ せま

らせる

(個 人)  一

資琉バズ

{:鍾 ∴́ :

費襄 (全体 )

つ |

:

か
|

|

ノ
:ヽ 電調 じ畿

碁 :

一一J

*柱OFど もたち :こ 毅藩分 :サ をさせるた絲、教材鐘一文ごと :も1行 がえ tプ た

プ lメ ント:こ れてわたす。                /
⑫穀落ともヽも言葉は、「つかむ J段 議で教える。

34授業評i轟 母島:ム

(1)学 者成栗の評篠

・ 戸学貿作文 1を 分構 する。

・ 観点 . `
A、 筆者のカプ トガニ保護の思けや生きること等姿に離れているか。

B,段落ごとに分けてインタビユーしても`るか。

(2)学 藩行るの評価

。議時難ごと :こ 参議竣勢アンケー 1調査を する。

文 鉱

ll l禦 轟舞九・梶鞭種輔.:バ ス学翼鋳増鱗と実轍 :

2)壌 饗鰭九 今警1:1鋳I導1部イ:ヽ ャ 1小学校のハス学麗 i

鼻要}島 希:i二 義無鶴, =就蝿鋳寛拳母霧:究 11葉爾良―遺 i糞 水準勢検討一

轟)6)長 谷;|:孝 士.訂挽 攀かな轟議教蜜―麗識襲教脅論一二



蜀 鐘 菫 子 軋

{乍文 ト レ ーー ニ ン グ タ イ ム 鎌 郡翻 4  _、
葬文 卜し/―ニングデイムここついている場ヽろ聞きます礫で、それぞれ:こ つ b｀ であなな参考

えを確夢えて くださ毎ヽ。
1.6・ 6・ 6法の作文指導ここついて

く1)作文 酪レーニングタイム磯作文鑽習であなたξま作文をしょうずtこ書 くようになりま

したか。
ア。た場ヽへんしょうずここ書くよう豊こなりました。

イ゛じょうずここ磯て ようになりましぬ。

申tどち暴か趣言えば じょうずt通書くよらここな準ました。           P
工瑯聯ょうず尋こなつななこま燻 %Lま せん。

オ.ばんぜん書けません。
(2)作文 ≫レーニングタイムで鍼、どんなことむ書しヽなるよ略ヽかおみんなで話 し合つて

から作文を書 き、書路・な緩でこまモ・鏃作文につЪヽてばん鑢ところがよ毎ヽか話し合って終

わりますが、こ舎方法ここつもヽてどう思しヽますが。

プ。1乍文がとでも書きやすく、よし`方法だと思います。

イ.1乍文が書 きやすく、よい方法だと思ひます。

中,どちらか毅言えばよい方法がお憩路`ます拳

工.あ まりまい方法だともま憩移ません犠

オ.役ζ通立つ方法だと鼈ま憩鶴ヽません簿

≪懲)どんなこと囁書いたるよ鼈ゝかをみんなで議し合いますが、そのことほ準鶴ゝて書えて

.‐

・
くださ鶴ヽ。

A懸し合 `う こと範ついて 重
・
ア.どんなことを書建ヽたちよしヽかわからない保でとでもためtこなります。

イ颯書く極とがこまつきりしてきますのでよしヽど思 b｀ ます。

申:どもうかと言えこJ話し合った方が文維書きやすいと思 %ヽ ます。

ム。どちらりと言えば話し合鶴ヽはなもヽほうがよl・ ど黒移ます。

オ.轟移舎もヽがあって鶴蹴くつても作文 lま書けると思も`ます。

露懸し自ヽう轟と鮭つ鶴`て議

ア.むでも擁も く話し合うこ構鶉でき壼ずo

イ嗜難しく話し舎うことができまず
。
導

奮脅どちもかな書えば轟しく懸し合うこ社ができますo

ユ。あまり楽しく話し合うことができません難

オ.話し合うことがいやです。
嚇断し舎うこ越織聯 Lゝて議

つぎ鋳ど錐方法が一番よ鶴ヽと思いますわ。

ア.1Åで考え、発表ず辱方癬よ鶴Lゅ

イ.9人で雛鶴舎聰ヽ、発轟するのがよい。

申el人で考え、4,SAで 懸簸舎もヽ電発表すほ靱郡よЪ`o

二.2人で話し舎移、さらに4,も 人で懸し舎路ヽ、発表ず辱母がよ等ヽ.

オ"4,5人 で話し合い、発表す4のがよ聾ヽ。

≪曇》作文を書くときのことζこついて答えてください寺

書き始めて少 したつたところでともだち鉱 の書き懇しを鐵介して鶴ヽまずがつぎのこ

なここつ事で答えてくださ毎ヽ。         、い

プ。鶴Lつも書きだして困つてもヽものでたひへんぬ隋輯蹴端まず。

イ。文鍛轟容や轟予のヒントを受けます器でた霧ζ通なりまず母

ウ.どちらかなしヽえばためになると思います。

ォ嬌1路豊絶蜆]傷 ll:藝象鯉掛曇ビ轟≧暑砂等、量∫ぅ弔ょしヽど思います。
(5)書 毎ヽな作文の発表・ 批評について答えてください。

A発畿 。鐘野○餓難覆ついて答えてください奪

ア.作文骨良い、懸いがわかつてよいと思鶴ヽます。

ィ。つぎここ作文を書くとき、どん献ことここ気竜つけたらよしヽかがわかつてよ鶴ヽと思い



ます。
中.発表・批評があるため、作文を書 く気最こなる勢でょもヽと思もヽます。

建菫墓馨     艦  曇  Ё は主『慧  鷺専賭さ鶴、尋y,批評の観点がある鋤でどでも話 しゃすしヽ。
イ.批評仰観点がぁるので考ぇゃす毎ヽ.

ウ。批評の観点があるので自分たちだ4ブ
‐
でも話 しや

°
ましヽむ

工_批評の観点があるので話し合う備に少 し不自轟で轟る。
オ・ 批評の観点がある機でとでも不轟鍮でぁる。C覺簑 奪撤評の話 し合い範っ鶴ゝて答ぇてくださζЪ。
ア.一人一人が考えてから批評僻話 し合し、をした方がょひ作

碁:置ナ百貢慾墓こ暮な重非筆蜜話}合ひをした方がよぃ。
工.先生が批評したほぅがょぃ。

立.奪釜警奮主薫奪轟蓮票銀F虚二ぶ警響見ギ音賂b毎 .ゝ

ア.よ くがんばったなぁ、と思等ヽます。

富した。
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6・ 6方の作文指導範っも、て :鼈。◇。◇◎器o≪》O①舎◎0◇ooo◇ o
〈2) ≪参≫A く4》 ◎◎

懲

C

<轟 )A

2. 「世界で一難しかない本tこ つもヽで ○○○○備oooσoOOoooo

圏 等 燭 紙



作 :文 Jヽ レ ー ニ ン グ デ ィ ム 骨 鯛 蓋

対象学年 (4,5,6)人 数337堪
1.3・ さ 。各法の1乍文指導につしヽで

《豊)
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鳥
プ
ト
ガ
二

土
ン
ホ

融翁一　輔

①
カ
プ
ト
ガ
一
は
、
北
ア
メ
リ
カ
の
東
海
岸
と
、
ア
ジ
ア
の

一
部
に
し
か
住
ん
で
い
な
い
、
め
ず
ら
し
掛
動
物
で
す
。

②
翻
本
で
は
、
鮮
芦
懸
簿

一
帯
や
九
州
の
北
勢
海
岸
な
ど
に
募
ら
れ
ま
す
。

③
島
プ
ト
ガ
ニ
は
、
金
長
約
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
す
る
ど
い
つ
る
ぎ
の
よ
う
な
し
っ
ぱ
を
持
ち
、
頭
に
い
か
鍮
し
い
か
ぶ
と
の
よ
う
な

か
ら
を
か
ぶ
つ
て
枠
る
の
で
、
こ
り
よ

Ｐヽ
憾
強
騨
勝
付
い
た
の
で
し
ょ
う
。

①
ふ
つ
う
、
力
二
の
な
か
ま
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
む
し
ろ
、
ク
モ
や
サ
ソ
リ
の
な
か
ま
だ
近
い
動
物
で
す
。

◎
こ
鋳
カ
プ
ト
ガ
ニ
は
、
実
は
大
き
な
な
ぞ
を
持

っ
て
い
ま
す
。

③
そ
れ
は
、
カ
プ
ト
ガ
ニ
が
、
二
億
年
も
の
む
か
し
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
形
を
変
更
る
こ
と
も
な
く
生
き
つ
づ
け
て
き
た
動
物
だ
と
い
う
こ
と

一ヾ
す
Ｊ。

０
一
一億
年
前
と
い
う
と
、
人
類
は
も
ち
ろ
ん
ヽ
け
も
勢
も
、
ま
た
こ
の
地
球
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

③
キ
量
ウ
リ
ュ
ウ
や
鳥
の
書
館
の
貯
響
議
が
栄
え
て
掛
た
こ
ろ
で
す
。

③
こ
ん
な
に
も
長
枠
間
、
子
孫
を
た
や
す
こ
と
な
く
生
き
っ
づ
け
て
き
た
動
物
は
、
今
で
は
ほ
か
に
あ
ま
り
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
そ
れ
で
、
カ
プ
ト
ガ
ニ
は
、　
一‐生
き
て
い
る
化
石
」
と
も
い
わ
検
、
住
む
所
に
よ
っ
て
は
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
掛
ま
す
。

①
カ
プ
ト
ガ
ニ
が
こ
ん
な
に
も
長
い
闇
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
て
幹
は
す
。

の

一
つ
は
、
せ
掛
し
つ
が
た
掛
へ
ん
お
と
な
し
く
、
海
り
そ
こ
の
ど
ろ
め
中
で
ひ
っ
そ
り
と
生
活
し
て
き
た
こ
と
で
す
。



⑬
そ
の
た
め
、
て
き
に
お
そ
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
気
候
の
大
き
な
変
化
に
も
え
い
き
よ
う
を
受
け
な
く
て
す
ん
だ
の
で
す
。

③
二
つ
目
は
、
食
べ
物
が
お
ど
ろ
く
ほ
ど
少
な
く
て
す
む
と
絆
う
こ
と
で
す
。

⑮
カ
プ
ト
ガ
ニ
は
、
何
も
食
べ
な
く
て
も
、
半
年
以
上
も
ど
ろ
の
中
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。

①
二
つ
国
妊
は
、
と
く
べ
つ
な
た
ま
ご
の
産
み
方
が
挙
げ
ら
担
ま
す
。

①
ふ
つ
う
、
た
ま
ご
を
産
む
動
物
は
、　
一
か
所
に
ま
と
め
て
産
み
ま
す
が
、
カ
プ
ト
ガ
ニ
は
、
海
岸
の
す
な
の
中
に
、
数
百
こ
ず
つ
分
散
し

て
産
む
の
で
す
。

③
そ
母
た
機
、
た
ま
ご
が
全
ぬ
つ
す
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

③
こ
の

「生
き
て
い
る
化
石
」
カ
プ
ト
ガ
ニ
は
、
今
で
は
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
く
ら
べ
る
と
、
十
分
の

一
以
下
に
へ
っ
て
し
ま
掛
ま
し
た
。

○
海
は
よ
ご
れ
、
海
岸
は
う
め
立
て
ら
れ
て
、
カ
プ
ト
ガ
ニ
の
住
み
か
や
食
べ
物
が
う
ば
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

Ｏ
そ
こ
で
、
カ
プ
ト
ガ
ニ
を
守
る
運
動
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

⑭
爾
醸
県
鰹
爾
苺
に
は
カ
プ
ト
ガ
ニ
鸞
評
セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
、
カ
プ
ト
ガ
ニ
の
生
活
を
調
べ
た
り
、

人
工
で
ふ
や
す
の
を
て
つ
だ
っ
た
り
、
住
み
か
と
な
る
海
岸
を
守
っ
た
り
す
る
性
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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鶴 l分科畿 教科指導 霧選徳指導 《罐ヽ学校 )

第 24理全鍾バズ学習購究大会

購究主運

「儀饉を主体鋳 :こ 畿覚させる道選鑢の時間命権導過程の正夫

広島県豊驀郡豊町立豊小学校 庭月野

爾選

申轟

1.は  じ め

2.指 導 過

3.実 践 例

4.実 裁 例

1

2

3

7

誠
　
子
　
子

智
　
栄

まで
多ぞ

１

　

２

に
　
程

料資

「

―



鶴一分科会 《教科指拳 道徳指導 )

研究主題

「価値を主体的に自覚させるJ道徳の時間の指導過程の工夫

広島県豊国郡豊町立豊小学校

1.は じめに

この度の学習指導要領の改訂でこま道徳教育の時間の充実が強調されて

いる。道徳の時間は、授業で取 りあげる糠値を一方的に押しつける輸では

なく、資料の中の人物や学級命伸間、教師の多様な価値観にふれ、「なる

ほどこういう見方もできるのか、いろいろな見方や考之方ができるのだな

ぁ.」 Fさ て、_今までの自分はどうだつたのだろう,これでいいのだろう

か。」と、自分'を 振り返 り、より高い価値を目指:そ うとする子どもを育て

ることに主眼がおかれなければならない。

また、道徳の時麗は子ども:こ とつて、自分の考えを自由に発言でき、そ

れを待聞や先生が一生懸命聞き受け入れてくれる「楽 しい時闇 Jでなけれ

ξゴならない。いかに生きるかにづいては多様な考え方があるのが当然であ

り、道徳の時間はみんなが主人公であ リリーダーはいらない◆

こうした考えに立つて、本絞では、

F豊かな心を持ち、多面鋳を見方考え方のできる子どもの育成」をテ■

マ|こかかげ{優鐘を主体鋳に自覚させるための指導過程は等ヽかにあるべき

かについて研究を続けているご

さらに、道徳教育は地域や保護者と一体となつて行なわな ll■れば本物に

はならないという考えに立つて、地域や保護者との連携についてもいろい

るな試みを行なつている.こ うした取 り組みの一端を紹介 し、指導過程の

どこにバズを取 り入れたら道徳の時間をより充実させ、深化できるかご教

示をいだきたい。

2.指導過程について

ノ、導  入  (気づく )

本時:ごとりあげる優値について問題意識を持たせる。

|    ・日常生活を振 り返らせる

。資料の登場人物や一銚面鈴絵を黒板多こはる

滅、襲  轟                       1‐ ‐́

誠
子
子

響
栄

野鸞
選
轟

轟
轟
中

一一―  ノ



|| :     ① 資料総選撰≧鍵示‡こうしヽて

●:■       1子 どもを資料の幸に入 つこま彗る道とができる美感でおろふ瘍

|‐         子どもの製峰、鱚メかからみて白書や文吟機成を ざ鐵適攀か        ‐

|        。多様な見方、奪え方ギ馨:き だせる亀倅

|■         ・篠饉の類整化が しやすいもの

■       <提 示母仕方>

111・       ・子どもが事:き 込まれ轟ような畿読、ステイ ド・ 鶴 り織鍛刺鸞     義

|  |       "役 割渡披 等

||■     O 轟饉繭最  (考える》                      ギ

■ ‐       9資 料の中の人物の考え方、感 じ方行動等を通 してねらいとする

||.        価鐘を進求 し、難握させる。

|■        発  闘    場面をこ即 した発間

■       轟 じ舎等ヽ    露でも議 じ轟える雰襲気づくリ            ジ

ホ轟懇で蒔轟じ合等ヽ

| :      発  表    ことばでの発表、文章鐘書か鸞る、量をぬる

身体表現をせさるなど多様な髄鍵を馨:さ 轟す       ‐

、1              教師の意図鋳権理ややさぶ り

■ 11       額  書    類璧イとを考慮して

■      O 襲爾後毅  《轟峰轟》

1 1       ・資料を離れ、今までの自分を振 り返らせ壼値の主体鋳自党をは

■            議ゝる

|■   1     価値の類型化  額書により5～ 43こ     :

発  表    自分は どの立場↓こ立つか
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